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成田浄化センター建設工事請負契約の変更概要 

 

（１）変更理由 

人件費、資材価格等の急激な高騰を受け、建設工事請負契約書の規定に基づき、

請求されたインフレスライドを適用するため、また、土砂等運搬先の変更、出土

した埋蔵物の処分を行う必要が生じたため、増額の変更契約を行おうとするもの

です。 

 

（２）変更契約額 

当 初 契 約 額   3,883,000,000 円 

変更のための増額     303,488,900 円 

変 更 後 の 契 約 額   4,186,488,900 円 

 

（３）変更内容 

① インフレスライドによる増額 257,693,700 円（税込） 

※基準日：令和 6 年 4 月 1 日 

令和 5 年 1 月時の単価・指数から、令和 6 年 4 月 1 日の単価・指数の上昇

分で積算 

※増額分の計算： 

4,140,693,700 円－3,883,000,000 円（当初契約額）＝257,693,700 円 

 

② 設計変更による増額 45,795,200 円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

※設計変更に係る額については、全てインフレスライド対象外 

 
インフレスライド 

適用後 
備 考 

全体工事費におけるインフレ 

スライド額 
3,798,237,000 円 7.6％のインフレ率 

インフレスライドの受注者負担分

(１％) 
▲33,970,000 円 

施工済の工事費を

除外して積算 

インフレスライドの受注者負担分

を除いた全体工事費の合計 
3,764,267,000 円  

消費税（10％） 376,426,700 円  

合  計 4,140,693,700 円  

内 容 変更設計額 

土砂等運搬先の変更 28,767,000 円 

出土した埋蔵物の処分費 12,865,000 円 

小 計 41,632,000 円 

消費税（10％） 4,163,200 円 

合  計 45,795,200 円 


